
屈折率 nの細円柱による光散乱の波跡
Wave trajectory of light scattering by a fine cylinder of a refractive index n
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屈折率 nの細円柱による光散乱の波跡（類似光線）と散乱強度と繋がりを図示する。入射光は円

柱 (r ≤ rD)軸 [ ẑ = (0, 0, 1)]に平行な偏光平面波で円柱軸 に⊥な方向：k̂ = (1, 0, 0) に進入する、

Einc = (0, 0, Einc(r, ϕ, z)) = (0, 0, eikr cos ϕ), for r > rD. 円柱表面での電磁波の境界条件を使って円柱内

外の電波は入射平面波 Einc 、散乱透過波 Esctt と円柱内往来波 Einnr に纏められ次のようになる。

Esctt =

∞∑
m=0

(2 − δm0) imαmH(1)
m (kr) cos mϕ r ≥ rD, Einnr =

∞∑
m=0

(2 − δm0) imβmJm(nkr) cos mϕ r ≤ rD

係数 αm, βmは文献 [1]。これらの波動を分解し組み立てることにより見たことがあるようで何処か

異なる図がえられる。例として屈折率 n = 1.333半径が波長の 80倍 rD = 80 × λ(wavelength)の円

柱型の水滴による主虹と副虹に相当するあたりの波跡と後方光散乱強度分布を図示した。[2]
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Fig. 1: main lobe trajectories showing angle of

incidence of rainbow
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Fig. 2: same as Fig. 1 for sub lobe
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Fig. 3: main & sub lobe of back scttering intensity

図 1, 2を見ると波跡は殆ど直線で光線と似

ていることが分かる。図 3には極大迎角を示

した。主副虹辺りの波跡の水柱内透過時間は

λ = 0.66µm とすると 0.36ps, 0.51psとなる。

通常の光線とは異なる特徴は半径が波長より

小さくても波跡は描けること。その例、描き

方、合理性を検討する。
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